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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、わが国でも知られる中国における賄賂問題を刑事的規制の観点から論じ
たものであり、中国における賄賂の罪の沿革・変遷（第1章・第2章）、中国の現行規
定の解釈問題（第3章）、日本の賄賂罪の解釈問題（第4章）、問題の解決（第5章）
という構成になっている。 
 沿革・変遷の部分では、既に夏の時代に賄賂の罪が存在し、唐律では、収賄の主体
などにより細分化されていたことが明らかにされたうえ、広汎にわたる死刑の適用、
贈賄側と較べて重い収賄側の処罰、「計贓論罪」を基準とする量定などの事実が資料
に依拠して示され、しかも、それらは第3章の記述と相まって現在の賄賂罪の規定・
解釈に色濃く影響を及ぼしていることが明瞭に描き出されている。続いて、中華人民
共和国の建国以降、20世紀後半の賄賂罪立法の変遷というわが国では知られていない
時期について、現行法などと異なり、賄賂罪を公務員横領罪から切り離して法定刑を
大幅に引き下げるなどの立法がなされたなどの事実とともに詳しい紹介がされてい
る。さらに、2000年代に入ってからの刑法の一部改正及び司法解釈において、汚職・
賄賂の蔓延に伴い、犯罪類型の新設や罰金刑、財産没収刑などの導入があった最近の
中国の状況についても詳細に紹介・分析がなされている。また、中国の現行規定の解
釈に関する部分では、賄賂罪にかかる重要論点を取りあげて、中国の学説・判例が整
理・検討されているのみならず、第4章において同一の論点に関する日本法の議論を
対比させることで、中国の賄賂罪規制の全体像を提示することにも成功していると思
われる。 
 以上のように、本論文は、歴史的経緯を踏まえ、最近の情報や議論にも目配りしな
がら、中国における賄賂に対する刑事規制を丁寧にかつわかりやすく記述した点にお
いて高く評価される。日本法の規定及び解釈論が中国法との相違を意識して精確に理
解されていることも本論文から見て取れ、比較法的手法・叙述をうまく機能させてい
るといえる。もっとも、自説の展開という点では、本論文に物足りなさがあるのも否
めない。第5章の問題の解決部分で取りあげられたのは、賄賂罪の保護法益と客体に
限られており、また、保護法益を「公務員による職務行使体制の純粋性」とする結論
を導くには、検討されてきた日中の学説との関係ではなお論証を要すると思われる。
しかしながら、本論文で示された理解力、分析力、表現力からは、論者が資料的裏づ
けを伴った説得力ある自説を今後展開していくであろうことは十分に期待できる。指
摘した点は、本論文のもつ価値を些かも損なうものではないと考えられる。 
以上の理由により、本論文は博士（法学）の学位を授与するに相応しいものであ
り、かつ、学界の発展に資するところが大きく、特に優れた研究であると認められ
る。 
また、平成29年2月1日に調査委員3名が論文内容とそれに関連した試問を行った結
果合格と認めた。 
 
